
       - 1 - 

 

 
ご 
挨 

拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

謹
ん
で
新
年
の
御
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
４
年
、
私
の
川
柳
の
旅
は
、
１
月
６
日
、

大
阪
川
柳
塔
社
の
本
社
句
会
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
の
９
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
急
激
に
減
少
し
て
二
年
振
り
に
再
開
さ

れ
る
の
で
す
。
た
だ
こ
こ
に
き
て
感
染
力
が
非
常

に
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
市
中
感
染
が
発
表
さ

れ
る
な
ど
第
６
波
が
心
配
で
す
。 

 

師
を
思
う
夜
は
大
山
に
雪
が
降
る 

蘭 

幸 

毎
年
、
恒
例
の
書
き
初
め
は
、
私
の
川
柳
の
師
の

一
人
で
も
あ
る
石
原
伯
峯
先
生
を
偲
ん
で
、
私
の

句
を
色
紙
に
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
伯
峯
先
生

は
、
広
島
県
川
柳
協
会
の
初
代
会
長
と
し
て
川
柳

の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
延
期
さ 

 

れ
て
い
た
第
35
回
国
民
文
化
祭
み
や
ざ
き
２
０
２
０
が
７
月
11
日

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

第
５
波
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
第
36
回
国
民
文
化
祭
わ

か
や
ま
２
０
２
１
も
奇
跡
的
に
コ
ロ
ナ
が
減
少
し
て
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
、
第
45
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
２
年
富
山

大
会
を
６
月
12
日
、
富
山
国
際
会
議
場
で
開
催
致
し
ま
す
。
ま
た
第

37
回
国
民
文
化
祭
お
き
な
わ
２
０
２
２
は
10
月
30
日
、
豊
見
城
市

立
中
央
公
民
館
で
開
催
致
し
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

例
年
、
開
催
し
て
い
ま
す
全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
（
令
和
柳
多
留
第

３
集
通
巻
24
号
）
は
、
１
月
31
日
が
締
切
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

に
周
知
の
上
、
応
募
の
お
勧
め
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
は
今
、
加
盟
柳
社
の
拡
大
と
個

人
会
員
の
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
良
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
が
災
害
の
な
い
穏
や
か
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
も

こ
の
ま
ま
落
ち
着
い
て
、
全
国
各
地
で
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
。
会
い
た
い
で
す
ね
。

日
川
協
通
信
（
128
） 

 

令
和
４
年
１
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
五 

 

電 

話 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
２
１
０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
４
３
３ 

 

振
替
口
座 

０
０
９
７
０
―
９
―
３
５
７
５ 
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場 

所
＝
上
野
精
養
軒 
本
店 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

議 

案 

議
案
第
１
号 

令
和
４
年
度 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
計
画(

案)

承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

令
和
３
年
度 

 
 

 
 

 

収
支
補
正
予
算(

案)

承
認
の
件 

議
案
第
３
号 

令
和
４
年
度 

 
 

 
 

 
 

 

収
支
予
算(

案)

承
認
の
件 

議
案
第
４
号 

人
事
補
充
及
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

常
任
幹
事
推
薦
の
件 

議
案
第
５
号 

80
歳
以
上
功
労
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

顕
彰
候
補
者
の
件 

議
案
第
６
号 

第
37
回
国
民
文
化
祭 

 
 

 

お
き
な
わ
２
０
２
２
題
と
選
者
の
件 

そ
の
他 

 
 

第
15
回
川
柳
文
学
賞
の
受
付
状
況 

他 
  

第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
、
そ
の
他
ま

で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告
通
り
可
決

成
立
。
最
後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
１

時
45
分
に
閉
会
し
た
。 

 
 

 
令
和
３
年
度
（
12
月
10
日
） 

 
 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会 

 
 
 

第

３

回

理

事

会 
 

  

◎
入
賞
句 

 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

決
行
の
日
が
来
た
爪
が
生
え
揃
う 

 
 
 

 
 

愛 

知 

北
原
お
さ
虫 

 
 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

と
び
っ
き
り
の
時
代
遅
れ
は
愛
さ
れ
る 

 
 
 

千 

葉 

江
畑 

哲
男 

 
 

和
歌
山
県
知
事
賞 

木
簡
も
書
簡
も
に
ん
げ
ん
の
橋
だ 

 
 
 

 
 

和
歌
山 

 

 
 

和
歌
山
県
議
会
議
長
賞 

歌
声
は
テ
ナ
ー
鯨
は
平
和
主
義 

 
 
 
 

 
 

広 

島 

田
辺
与
志
魚 

 
 

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

ワ
ク
チ
ン
と
み
か
ん
を
食
べ
て
立
ち
向
か
う 

 

北
海
道 

小
澤 

 

淳 

 
 

有
田
市
長
賞 

風
評
が
漁
師
の
網
を
す
り
抜
け
る 

 
 
 

 
 

茨 

城 

片
野 

晃
一 

 
 

有
田
市
議
会
議
長
賞 

中
国
の
派
遣
社
員
と
い
う
パ
ン
ダ 

 
 
 

 
 

福 

岡 

古
谷
龍
太
郎 

 
 

有
田
市
教
育
委
員
会
育
長
賞 

あ
な
か
し
こ
熱
い
吐
息
で
封
を
す
る 

 
 
 
 

福 

岡 
 

 
 

全
日
本
川
柳
協
会
理
事
長
賞 

一
帯
一
路
パ
ン
ダ
が
旗
を
振
っ
て
い
る 

 
 
 

青 

森 

髙
瀨 

霜
石 

 
 

和
歌
山
県
川
柳
協
会
会
長
賞 

温
暖
化
鯨
も
泣
い
て
い
る
の
か
い 

 
 
 

 
 

山 

梨 

小
林
信
二
郎 

第３６回 国民文化祭わかやま２０２１ 
黒潮薫るみかんの里 有田市 川柳の祭典（令和３年１１月１４日） 

事前投句１，４８９名、当日投句２１８名 
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日 

時 

令
和
４
年
６
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
開
場 

会 

場 

富
山
国
際
会
議
場 

 

〒
９
３
０-

０
０
８
４ 

富
山
市
大
手
町
１
―
２ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
（
４
２
４
）
５
９
３
１ 

 
交
通
機
関 

 

Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か
ら
、
徒
歩
…
城
址
大
通
り
南
へ
約
15
分 

 

市
内
電
車
（
セ
ン
ト
ラ
ム
）
…
約
７
分[

国
際
会
議
場
前]

下
車 

 

宿 

題 

第
一
部
（
事
前
投
句
・
４
月
15
日
締
切 

当
日
消
印
有
効
） 

  

一
般
（
高
校
生
も
含
む
）
部
門 

 
 

「 
 

湾 
 

」
長
谷
川
酔
月 

選 
 

 

「
ひ 

と 

り
」
大
嶋
都
嗣
子 

選 

 
 

「
立 

 

つ
」

 

選 
 

 

「
ア
ル
プ
ス
」
上
野
多
惠
子 

選 
  

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
中
学
生
）
部
門 

 
 

「 
 

門 
 

」
名
雪 

凛
々 
選 

 
 

「 
 

鈴 
 

」
栃
尾 

奏
子 

選 

 
 

「 
 

傘 
 

」
八
木
せ
い
じ 
選 

 

※
専
用
用
紙
の
な
い
方
は
２
×
16
㎝
の
句
箋
紙
一
枚
に
一
句
を
記
入
、
各
題
二
句 

 
 

無
記
名
。
封
筒
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
明
記
。 

 

投
句
料 

一
、
〇
〇
〇
円
（
定
額
小
為
替
・
現
金
書
留
）
を
同
封
し
て
左
記
あ
て
に 

 
 

 
 

郵
送
ま
た
は
郵
便
振
替
口
座
へ
送
金
の
こ
と
。
（
当
日
消
印
有
効
） 

 
 

 
 

小
中
高
生
は
投
句
料
無
料
。 

 

投
句
先 

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１
―
11
ー
９
０
５ 

 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会 

宛 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
（
６
３
５
２
）
２
２
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
（
６
３
５
２
）
２
４
３
３ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

郵
便
振
替
口
座 

０
０
９
７
０
―
９
―
３
５
７
５ 

 

講 

演 

「
瑞
龍
寺
と
前
田
家
」 

 
 

国
宝 

瑞
龍
寺 

住
職 

四
津
谷 
道
宏 

様 
 

宿 

題 

第
二
部
（
当
日
投
句
・
11
時
締
切
） 

 
 

「
氷 
 

河
」
高
鶴 

礼
子 

選 
 

 

「
離 

れ 

る
」
伊
東 

志
乃 

選 

 
 

「
久 

し 

い
」
牧
野 

芳
光 

選 
 

 

各
題
二
句
、
当
日
配
布
の
句
箋
に
記
入 

 

第
二
次
選
者 

 

江
畑 

哲
男 

 
 

今
田 

久
帆 

 
 

平
田 

朝
子 

 
 

 
 

 
 
 

福
本 

清
美 

 
 

大
野 

征
子 

参
加
費
他 

三
、
〇
〇
〇
円
（
参
加
費
二
千
円
・
昼
食
代
千
円
） 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 

全
日
本
川
柳
富
山
大
会
実
行
委
員
長 

坂 

下 
 

 

淸 
〈 

表
彰
式
典
・
懇
親
会
ご
案
内 

〉 

◎
表
彰
式
典
＝
令
和
４
年
６
月
12
日
（
日
）
午
後
か
ら
予
定 

 
 

（
川
柳
文
学
賞
・
功
労
者
・
大
会
10
回
連
続
参
加
者
） 

◎
懇 

親 

会
＝
大
会
終
了
後 

 
 

会 

場 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山 

 
 

〒
９
３
０-

０
０
８
４ 

富
山
市
大
手
町
２
―
３ 

☎
０
７
６
（
４
９
５
）
１
１
１
１ 

参
加
費 

九
、
〇
〇
〇
円
（
会
食
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
） 

大
会
・
懇
親
会
の
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

〒
９
３
３-

０
８
０
７ 

高
岡
市
井
口
本
江
５
２
８
―
３ 

 
 

 
 

 
 

坂 

下 
 
 

淸 

方 
 

 
 

 
 

☎
０
９
０
（
２
８
３
３
）
４
３
６
１ 

 
 

全
日
本
川
柳
２
０
２
２
年
富
山
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局 

大
会
・
懇
親
会
参
加
費
の
送
金
先
（
４
月
15
日
必
着
） 

 
 

郵
便
振
替
口
座 

０
０
７
６
０-

０-

１
０
８
６
１
０ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

全
日
本
川
柳
富
山
大
会
実
行
委
員
会 

〈 

宿 

泊
・
観 

光 

ご 

案 

内 

〉 

◎
宿 

泊
（
一
泊
朝
食
付
き
・
一
人
部
屋 

シ
ン
グ
ル
、
税
込
） 

 

①
富
山
地
鉄
ホ
テ
ル 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

②
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
富
山
駅
前 

 

③
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
富
山 

 
 

 

④
富
山
マ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル 

 

⑤
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山 

 
 

 
 

 

⑥
ア
パ
ホ
テ
ル
富
山
駅
前 

 

※ 

宿
泊
料
金 

税
込
み 

８
、
８
０
０
円
～
１
２
、
６
５
０
円 

◎
観 

光 

 
 

Ａ 

６
月
13
日
（
月
）
午
前
８
時
～
午
後
１
時 

 
 

 
 

世
界
文
化
遺
産
・
五
箇
山
合
掌
集
落
と
井
波
彫
刻
コ
ー
ス 

 
 

 
 

 

参
加
費 

１
、
１
０
０
０
円
（
お
一
人
様
） 

 
 

 
 

 

集
合
場
所 

富
山
駅 

午
前
８
時 

 
 

 

募
集
人
員 

最
少
催
行
15
名
様 

 
 

Ｂ 

６
月
13
日
（
月
）
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時 

 
 

 
 

大
自
然
満
喫
！
国
立
公
園
立
山(

室
堂)

と
称
名
滝
コ
ー
ス 

 
 

 
 

 

参
加
費 

１
、
７
０
０
０
円
（
お
一
人
様
・
昼
食
込
み
） 

 
 

 
 

 

集
合
場
所 

富
山
駅 

午
前
７
時
30
分 

 

募
集
人
員 

最
少
催
行
15
名
様 

宿
泊
・
観
光
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

〒
９
３
０-

０
０
０
１ 

富
山
市
明
輪
町
１
―
２
３
０ 

 
 

 

㈱
日
本
旅
行 

Ｔ
ｉ
Ｓ
富
山
支
店 

担
当
＝
花
岡
・
滝
川 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

☎
０
７
６
（
４
３
３
）
１
１
８
４ 

 

※ 

宿
泊
・
観
光
に
関
す
る
詳
細
は
、
資
料
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

第 45 回全日本川柳 2022 年富山大会 
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 響
とよ

むまち・豊見城
と み ぐ す く

 川柳の祭典 

 

  川柳作品募集要項（概要） 

日  時／ 令和４年１０月３０日（日）９時００分開場 

場  所／ 豊見城市立中央公民館 
      〒９０１－０２１２ 沖縄県豊見城市字平良４６７−１ 

      電話：０９８－８５０－３２８０ 

交通機関／ 路線バスでお越しの方 

       １０５豊見城市内一周線「中央公民館前（豊見城市）バス停」から下車徒歩３分 

       ４４６糸満西原線「豊見城中央公民館前バス停」から下車徒歩４分 

       １０５豊見城市内一周線「総合公園前バス停」から下車徒歩４分 

      高速道路ＩＣでお越しの方 

       那覇空港自動車道「豊見城ＩＣ」から ０．５ｋｍ 

       那覇空港自動車道「南風原南ＩＣ」から ３．２ｋｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前投句１，０００円、当日投句１，０００円 

（ただし、海外投稿者、身体障害者手帳等の写しを添付された方は無料） 

 ※ 募集要項および参加用紙は 4月末頃配布予定です。  

 

             （二句詠・当日消印有効） 

令和 4年 5月 1日(日)～8 月 1 日(月) 江畑 哲男（千 葉） 

「フルーツ」… やすみりえ（東 京） 松代 天鬼（愛 知） 

「養  う」… 大田かつら（沖 縄） 長谷川酔月（秋 田） 

「  客  」… 杜  青春（台 湾） 弘兼 秀子（広 島） 

「五  十」… 徳丸 浩二（熊 本） 荒川 佳洋（埼 玉） 

 

          （11 時 00分締切） 

「ゆらゆら」… 真島久美子（佐 賀） 

「冒  険」… 上村  脩（東 京） 

「タ ッ チ」… 阪本 高士（奈 良） 

〒530‐0041 
大阪市北区天神橋 2丁目北 
1-11-905 
一般社団法人全日本川柳協会 
TEL(06)6352‐2210 
FAX(06)6352‐2433 
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 日本の全柳人が、だれでも、どこからでも参加できる「全日本川柳誌上

大会」（令和柳多留第３集通巻２４号）を開催します。日川協年次大会・国

民文化祭文芸大会と並ぶ（一社）全日本川柳協会の権威ある三大年間行事

ですので、こぞってご参加ください。 

一般社団法人 全日本川柳協会 

理 事 長 小 島 蘭 幸 

出版委員長 西 出 楓 楽 

 

課題と共選者（各題２句・連記） 

 「  黄  」 （青 森） ―― 大嶋都嗣子（三 重）共選 

 「 データ 」三上 博史（栃 木） ―― 片岡 加代（大 阪）共選 

 「 巻 く 」柴垣  一（千 葉） ―― 樋口 祐子（兵 庫）共選 

 「くっきり」佐道  正（東 京） ―― 高木 勇三（岡 山）共選 

 「 期 待 」佐藤 清泉（静 岡） ―― 横尾 信雄（佐 賀）共選 
 

第２次選者 

  佐藤 美文（埼 玉）、西 恵美子（宮 城）、松代 天鬼（愛 知） 

  矢沢 和女（兵 庫）、黒川 孤遊（熊 本） 
 

参 加 費 ２，０００円（投句料・『令和柳多留第３集通巻２４号』代金含む） 
 
  賞   令和柳多留賞・川柳大賞・ＮＨＫ会長賞 

      日本青少年育成協会会長賞・全日本川柳協会賞 

      全日本川柳誌上大会賞（予定） 
 
締   切 令和４年１月３１日（月）<当日消印有効> 
 

参 加 方 法 参加用紙に記入し、参加費 2,000 円（振替又は小為替）とと

もに、下記へご送付ください。 

 

〒530-0041 大阪市北区天神橋 2 丁目北 1-11-905 

一般社団法人 全 日 本 川 柳 協 会 

電 話 （06）6352-2210 

ＦＡＸ （06）6352-2433 

振替口座  00970-9-3575 
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編 

集 

後 

記 
 

★
前
号
『
日
川
協
通
信
』
で
も
書
い
た
こ
と
。
と
も
か
く
、
組
織
の
拡
大
・
強
化
に
努

め
て
欲
し
い
。
加
盟
吟
社
や
常
任
幹
事
を
増
や
そ
う
！ 

ま
ず
は
行
動
を
。
勧
誘
の
声

か
け
が
大
事
で
す
。 

 

担
い
手
は
多
い
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
川
協
の
組
織
は
、
全
国
各
地
の

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
活
性
化
す
る
の
で
す
。
協
会
の
理
事
・
常
任
幹
事
の
皆
さ

ん
は
、
そ
う
し
た
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
下
さ
い
ね
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

★
昨
12
月
10
日
（
金
）、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
常
任
幹
事
会
は
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
参
加
者
42
名
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。
感
謝
！ 

★
ま
ず
は
、
来
る
６
月
12
日
（
日
）
日
川
協
富
山
大
会
の
成
功
を
。
続
い
て
、
10
月

30
日
（
日
）
国
民
文
化
祭
お
き
な
わ
の
成
功
に
向
け
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。
大
修
館
書
店
の
詩
歌
の
図
表
に
川
柳
が
入
っ
た
、
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
年
明
け
早
々
に
で
も
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
確
か
め
ま

す
ね
。 

★
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
。『
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
』
12
月
号
の
「
柳
静
圏
」
に
「
日
川
協
が
取

材
拒
否
を
し
て
い
る
」
な
る
非
難
が
あ
り
ま
し
た
。
事
実
に
反
し
ま
す
。
ウ
ソ
は
い
け

ま
せ
ん
。『
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
に
は
訂
正
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。「
訂
正
す
る
」
と
い

う
返
答
で
し
た
が
、
「
訂
正
」
よ
り
も
「
は
ぐ
ら
か
し
」
の
内
容
で
翌
月
号
が
埋
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
「
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
」
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
に
は
ほ
ど
遠
い
内

容
で
し
た
。
む
む
む
。 

★
皆
さ
ん
の
日
川
協
。
皆
さ
ん
で
支
え
て
下
さ
い
。 

 

本
年
も
ど
う
ぞ
ヨ
ロ
シ
ク
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

（
事
務
局
長 

江
畑
哲
男
） 

 
２
０
２
１
年
９
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 

 
 

 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 
役 

職 
 

 

お
名
前 

 
 

年
齢 

10
／
7 

元
常
任
幹
事 

 

安
永 

理
石 

93 

10
／
27 

常

任

幹

事 
 

辻 
 

晩
穂 

92 

11
／
30 

個

人

会

員 
 

安
田 

翔
光 

83 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

 

▼ 

富 

山 
 

 
 

２
０
２
２
年
６
月
12
日
（
日
） 

 
 

 

富
山
国
際
会
議
場 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

 

▼ 

沖 

縄 
 

 
 

２
０
２
２
年
10
月
30
日
（
日
） 

 
 

 

豊
見
城
市
立
中
央
公
民
館 

 

▼ 

石 

川 
 

 
 

２
０
２
３
年
秋 

 

▼ 

岐 

阜 
 

 
 

２
０
２
４
年
秋 


